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１
月
１１
日
、「
平
成
２７
年
黒
潮
町
消

防
出
初
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
消
防
団

員
の
ほ
か
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
、
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
、
消
防
署
員
な
ど
関
係
者

約
２
５
０
人
が
大
方
庁
舎
前
の
駐
車
場

に
集
合
。
表
彰
式
や
消
防
車
両
の
点
検

な
ど
の
開
会
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
、
大
方
地
域
上
田
の
口
地

区
の
蛎
瀬
川
で
一
斉
放
水
を
行
い
、
大

方
地
域
か
ら
佐
賀
地
域
へ
車
両
パ
レ
ー

ド
。
そ
し
て
、
佐
賀
新
港
か
ら
佐
賀
庁

舎
ま
で
、
徒
歩
と
車
両
に
よ
る
分
列
行

進
を
行
い
ま
し
た
。

　
万
が
一
の
火
災
や
大
災
害
な
ど
に
備

え
、
地
域
の
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
関
係
機
関
が
と
も
に
今
年
の
活
動

の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
黒
潮
町
消
防
団
は
、
今
年
も
、
地
域

の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
活
動
を
行
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・

強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会

の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に

寄
与
す
る
た
め
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
黒
潮
町
で
も
、
こ
の
事
業
を
活
用
し

て
黒
潮
町
消
防
団
に
小
型
ポ
ン
プ
を
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
黒
潮
町
消
防
団
は
、
日
頃
の
消
火
活

動
に
加
え
、
風
水
害
や
地
震
津
波
の
啓

発
・
訓
練
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

取
り
組
む
地
域
防
災
の
要
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
対
象
と
な
り
、

小
型
ポ
ン
プ
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
消
火
活
動
は
も
と
よ
り
、
そ
の
訓
練

や
風
水
害
・
地
震
津
波
の
際
は
給
排
水

で
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
事
業
に
よ
り
、
地
域
の
防
災
力

と
安
心
の
向
上
が
図
れ
ま
し
た
。
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黒
潮
町
消
防
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コ
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ュ
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助
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実
施
し
ま
し
た
！
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佐賀地域での分列行進 蛎瀬川での一斉放水

小
型
ポ
ン
プ
を
確
認
す
る
情
報
防
災
課
長
と
黒
潮

消
防
署
員
。
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災
害
や
防
災
対
策
に
つ
い
て
一
定
の

知
識
と
技
術
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
１１
月
２３
日
か
ら『
防

災
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
』
全
３
講
座

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
１４
人
の

方
が
全
過
程
を
修
了
さ
れ
、
地
域
防
災

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
町
の
認
定
を
受
け

ま
し
た
。

　
第
１
講
座
で
は
、
高
知
地
方
気
象
台

の
宮
本
さ
ん
と
山
内
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
て
い
る
地
域

は
、
ど
ん
な
場
所
で
何
が
起
き
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
な
ど
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
の
仕
組
み
や
日
頃
起
こ
り
や
す
い
台

風
、
大
雨
と
い
っ
た
風
水
害
な
ど
に
つ

い
て
の
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
２
講
座
は
普
通
救
命
講
習
と
し
て
、

黒
潮
消
防
署
員
よ
り
救
命
に
関
す
る
知

識
と
技
能
を
身
に
付
け
行
動
で
き
る
よ

う
、
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
第
３
講
座
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
を
兵
庫
県
淡
路
島
の
淡
路
市
で
実
際

に
体
験
し
、
消
防
団
員
と
し
て
地
域
の

災
害
対
応
に
当
た
ら
れ
た
経
験
を
持
つ

野
島
断
層
保
存
館
副
館
長
の
米
山
正
幸

さ
ん
に
、
当
時
の
様
子
を
ふ
ま
え
、
被

災
し
た
直
後
の
災
害
活
動
や
大
き
な
災

害
時
に
は
日
ご
ろ
の
活
動
や
地
域
の
つ

な
が
り
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
と
い

っ
た
、
今
後
の
備
え
に
つ
い
て
講
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
午
後
か
ら
は
実
技
講
習
と
し
て
、

日
本
防
災
士
会
高
知
支
部
の
土
居
清
彦

さ
ん
を
講
師
に
、
搬
送
方
法
や
ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
、
身
の
回
り
に
あ
る
物
の
便
利

な
利
用
法
な
ど
、
災
害
時
に
地
域
で
役

立
つ
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
一
人
ひ

と
り
の
備
え
が
大
き
な
効
果
を
生
み
、

備
え
る
人
が
増
え
る
こ
と
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
も
同
講
座
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
今
回
参
加
さ
れ
な
か
っ

た
皆
さ
ん
も
次
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加

い
た
だ
き
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
一
緒
に
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
防
災
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催
！

第1講座　災害知識を学ぶ

第2講座　救命技術を学ぶ

第3講座 災害時に役立つ技術を学ぶ

地域防災サポーター認定済みの方は135人になりまし
た。認定された方々には認定ブルゾンを配布しています。


